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守
り
伝
え
よ
う
！

み
ん
な
の
文
化
財

白
木
綿
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド

「
幸
手
白
」

住
民
税
決
定
証
明
書
の
交
付

　

平
成
30
年
度
の
住
民
税
決
定
証
明
書
、

所
得
証
明
書
ま
た
は
非
課
税
証
明
書
は
、

６
月
６
日（
水
）か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
住
民
税
額
の
全
額
が
給
与

天
引
き
の
人
に
限
り
、
５
月
14
日（
月
）

か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
利
用
者
証
明

　

書
用
電
子
証
明
書
を
搭
載
済
）を

　

お
持
ち
の
人
は
、
全
国
の
コ
ン
ビ

　

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
同
日
か

　

ら
取
得
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

税
務
課　

内
線
１
３
４
・


　

　

（
43
）１
１
２
５

工
業
統
計
調
査
の
実
施

　

工
業
統
計
調
査
は
、
工
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
、
調
査

休
日
・
夜
間
納
税
相
談

▼
夜
間
納
税
相
談

と
き　

5
月
10
日（
木
）
午
後
5
時
15

分
～
9
時

と
こ
ろ　

納
税
課

▼
休
日
納
税
相
談

と
き　

5
月
27
日（
日
）午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時

と
こ
ろ　

納
税
課

最

終

日

曜

日

市

役

所

開

庁

　

各
種
証
明
書
の
交
付
や
納
税
相
談
な

ど
を
行
う
た
め
、
毎
月
最
終
日
曜
日
午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
、
市
役
所
の

一
部
を
開
庁
し
ま
す
。
５
月
は
27
日（
日
）

で
す
。

開
庁
窓
口　

市
民
課
、
保
険
年
金
課
、

税
務
課
、
納
税
課

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
担
当
課
に
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

上
下
水
道
料
金
夜
間
窓
口

　

毎
月
、
夜
間（
午
後
8
時
ま
で
）に
上

下
水
道
料
金
を
納
入
で
き
る
よ
う
第
2

浄
水
場
を
開
庁
し
て
い
ま
す
。
５
月
は

29
日（
火
）で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

水
道
管
理
課
☎（
48
）
0
0
5   

　

0
・

（
48
）
0
1
2
0

　

幸
手
で
は
、
明
治
時
代
に
染
色
し
な

い
木
綿
糸
で
織
っ
た
白し

ろ
も
め
ん

木
綿（
シ
ロ
）の

生
産
が
盛
ん
で
し
た
。

　

そ
の
歴
史
は
、
埼
玉
県
東
部
地
域
で

は
岩
槻
が
古
く
、
幸
手
は
そ
れ
に
次
ぐ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
「
岩

槻
白
」
「
幸さ

っ
て
し
ろ

手
白
」と
い
え
ば
、
白
木
綿

の
代
名
詞
だ
っ
た
こ
と
や
、
幸
手
の
取

引
量
が
36
万
反
に
上
っ
た
こ
と
が
、
明

治
42
年（
１
９
０
９
）の
織
物
資
料
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
明
治
23
年（
１
８
９
０
）の
資

料
に
は
、
埼
玉
県
北
葛
飾
・
中
葛
飾
両

郡
域
で
は
、
白
木
綿
の
生
産
が
農
作
業

の
合
間
に
女
性
が
行
う
日
常
的
な
仕
事

で
あ
り
、
主
な
産
地
に
幸
手
町
と
権
現

堂
川
村
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
時
代
中
頃
ま
で
に
生
ま
れ
た
幸

手
の
女
性
は
、
地じ

ば
た機

で
縞し

ま

な
ど
の
反
物

を
織
り
、
自
家
用
の
普
段
着
を
作
っ
て

い
ま
し
た
が
、
次
第
に
賃
金
を
得
る
仕

事
と
し
て
機
織
り
を
す
る
賃ち

ん
ば
た機

が
主
流

と
な
り
ま
す
。
織
る
速
さ
は
上
手
な
人

で
１
日
に
３
反
く
ら
い
だ
っ
た
そ
う
で

す
が
、
機は

た
や屋

が
１
反
い
く
ら
で
引
き

取
っ
て
く
れ
ま
し
た（『
幸
手
市
史 

民

俗
編
』）。

結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な

ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
時
点
は
６
月
１
日
で
す
。
５
月
中

旬
～
６
月
に
調
査
員
が
お
伺
い
す
る
か
、

国
か
ら
直
接
郵
送
で
調
査
票
が
届
き
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

庶
務
課　

内
線
２
３
６
・

　

 

（
43
）３
７
８
３

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

活

動

強

化

週

間

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
の
普

及
・
啓
発
の
た
め
、
つ
ぎ
の
期
間
に
地

域
住
民
宅
を
訪
問
し
ま
す
。

と
き　

５
月
12
日（
土
）
～
18
日（
金
）

問
合
せ　

社
会
福
祉
課
☎（
42
）８
４
３

　

５
・

（
43
）５
６
０
０

幸
手
市
民
具
資
料
館
一
般
公
開

と
き　

５
月
25
日（
金
）
～
27
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時（
入
館
無
料
）

と
こ
ろ　

民
具
資
料
館
（
東
公
民
館
隣
）

　

※
下
宇
和
田
58
‐
１

内
容　

新
収
蔵
展
示
・
ミ
ニ
企
画
展
示　

　

「
繭
を
め
ぐ
る
幸
手
の
歴
史
」・
石
臼

　

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
合
せ　

社
会
教
育
課　

内
線
６
４
３
・

　

☎（
42
）５
８
０
３　

民
具
資
料
館

　
☎（
48
）１
１
９
７（
当
日
の
み
）

図
書
館
シ
ス
テ
ム
更
新
に
よ
る

臨
時
休
館
と
サ
ー
ビ
ス
休
止

期
間　

５
月
28
日（
月
）
～
31
日（
木
）

※
臨
時
休
館
中
の
本
の
返
却
は
、本
館
・

　

香
日
向
分
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
お
よ

　

び
各
公
民
館（
中
央
公
民
館
を
除
く
）へ

※
公
民
館
図
書
の
閲
覧
は
可

問
合
せ　

図
書
館
☎（
42
）０
１
６
９

適
正
な
浄
化
槽
の
維
持
管
理

　

浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
は
、
清
掃
・

保
守
点
検
・
法
定
検
査
の
３
つ
が
あ
り
、

も
し
管
理
を
怠
る
と
、
悪
臭
な
ど
に
よ

り
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
浄
化
槽
が
そ
の
機
能
を

十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
、
適
正
な
維

持
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
一
部
補
助

　

市
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用

水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、

単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取
り
便
槽
か

ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
転
換
す
る
場

合
、
設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

条
件
に
よ
り
補
助
の
対
象
と
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
課
☎（
48
）０
３
３
１
・

　

（
48
）２
２
２
６
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■
３
月
の
幸
手
市
内
の
消
防
出
動
件
数
／
救
急
車
出
動
件
数
２
１
８
件（
急
病
１
２
２
件
、
交
通
事
故
25
件
、
そ
の
ほ
か
71
件
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
災
発
生
件
数
４
件

　
火
災
と
救
急
は
1
1
9
番〔
火
災
発
生
時
の
お
問
い
合
わ
せ
は
☎（
42
）9
1
1
9（
幸
手
消
防
署
）〕

☎

　

『
幸
手
市
史 

通
史
編
Ⅱ
』
に
は
、
明

治
７
年（
１
８
７
４
）
の
権
現
堂
村（
北

三
丁
目
ほ
か
）
で
、
綿
が
約
98
貫（
約

３
６
７
㎏
）、
木
綿
糸
が
約
20
貫（
約
75

㎏
）、
そ
し
て
白
木
綿
が
９
８
７
反
も

生
産
さ
れ
た
と
記
さ
れ
、
白
木
綿
の
原

料
と
な
る
綿
の
生
産
や
収
穫
し
た
木
綿

か
ら
糸
を
作
る
こ
と
も
盛
ん
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
幸
手
の
町
場
に
は
、
白
木
綿

を
取
引
き
す
る
「
シ
ロ（
白
木
綿
）
商
」

「
シ
ロ
屋
」が
十
数
軒
あ
り
ま
し
た
。

　

木
綿
糸
問
屋
か
ら
原
料
の
木
綿
糸
を

仕
入
れ
た
シ
ロ
屋
は
、
糸
を
機
屋
や
農

家
に
渡
し
て
織
ら
せ
ま
す
。
こ
う
し
て

織
ら
れ
た
白
木
綿
の
反
物
は
、
荷
馬
車

か
権
現
堂
河
岸
か
ら
船
で
東
京
へ
運

び
、
問
屋
に
卸お

ろ

さ
れ
、
各
地
に
流
通
し

て
い
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
幸
手
で
製
造
さ
れ
、

地
名
を
と
っ
て
「
幸
手
白
」と
呼
ば
れ
た

白
木
綿
は
、
ま
さ
に
当
時
の
「
地
域
ブ

ラ
ン
ド
品
」だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
実
態
は
分
か
ら
な
い

こ
と
が
多
い
た
め
、
白
木
綿
の
生
産
に

関
す
る
資
料
や
写
真
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

社
会
教
育
課　

内
線
6
4
3
・

（
42
）5
8
0
3

防
災
行
政
無
線
テ
ス
ト
放
送

と
き　

５
月
16
日（
水
）午
前
11
時
ご
ろ

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
の
訓
練
放
送
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
防

災
行
政
無
線
か
ら
音
声
が
流
れ
ま
す
が
、

訓
練
の
た
め
の
テ
ス
ト
放
送
で
す
。

問
合
せ　

危
機
管
理
防
災
課　

内
線
５

　

８
２
・

（
43
）７
６
５
６

文
芸
幸
手
作
品
募
集

種
目　

随
筆
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、
詩
、

　

写
真
、
カ
ッ
ト
、
小
学
６
年
生
・
中

　

学
生
の
作
品
な
ど

応
募
期
限　

６
月
29
日（
金
）ま
で
に
提
出

※
郵
送
は
30
日（
土
）ま
で
消
印
有
効

応
募
方
法　

自
作
未
発
表
の
も
の
を
規

　

定
の
原
稿
用
紙
に
記
入
の
上
、
幸
手

　

文
芸
誌
刊
行
委
員
会（
〒
３
４
０
‐
０

　

１
９
２
幸
手
市
東
４
‐
６
‐
８
幸
手　

　

市
教
育
委
員
会
教
育
部
社
会
教
育
課

　

内
）へ
提
出

問
合
せ　

幸
手
文
芸
誌
刊
行
委
員
会

　

中
村
さ
ん
☎（
43
）１
３
２
０

農
振
除
外
申
請
の
受
付

　

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
区
域
に

指
定
さ
れ
て
い
る
土
地
を
農
地
以
外
の

目
的
で
利
用
す
る
場
合
、
法
律
で
転
用

が
許
可
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
限
り
、

農
用
地
区
域
か
ら
除
外
で
き
ま
す
。

期
間　

６
月
11
日（
月
）
～
22
日（
金
）

受
付　

農
業
振
興
課
窓
口

※
土
曜
・
日
曜
日
は
除
く

※
申
請
す
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

農
業
振
興
課　

内

　

線
５
３
２
・

（
43
）１
１
２
３

優

良

運

転

者

表

彰

対
象　

①
市
内
在
住
の
幸
手
地
方
交
通

　

安
全
協
会
会
員　

②
５
年
以
上
無
事

　

故
・
無
違
反
の
人　

③
過
去
に
同
等

　

の
表
彰
を
受
け
て
い
な
い
人

申
込
み　

５
月
31
日（
木
）ま
で
に
無
事

　

故
・
無
違
反
証
明
書
交
付
申
請
手
数

　

料
６
３
０
円
と
印
鑑
、運
転
免
許
証
、

　

協
会
会
員
証
を
持
参

※
土
曜
・
日
曜
日
は
除
く

問
合
せ　

幸
手
地
方
交
通
安
全
協
会
事

　

務
局（
幸
手
警
察
署
内
）☎（
42
）２
３

　

０
０

建
築
指
導
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
市
営
住
宅（
幸
団
地
）入
居
者
募
集

所
在
地　

中
３
‐
５
‐
36

募
集
内
容　

３
Ｄ
Ｋ
／
２
戸
（
２
階
・

 

５
階
）

入
居
資
格　

①
市
内
に
在
住
・
在
勤

　

②
同
居
す
る
親
族
が
い
る（
見
込
み

　

含
む
）　

③
月
収
が
15
万
８
０
０
０
円

　

以
下　

④
税
金
の
滞
納
が
な
い

　

⑤
暴
力
団
員
で
は
な
い

※
現
在
、
自
己
所
有
住
宅
、
Ｕ
Ｒ
賃
貸

　

住
宅
、
県
営
住
宅
に
居
住
の
人
は
応

　

募
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
Ｕ
Ｒ
賃

　

貸
住
宅
な
ど
に
お
住
ま
い
の
人
は
、

　

申
込
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
募
集
戸
数
に
満
た
な
か
っ
た
場
合
は
、

　

そ
の
後
も
随
時
募
集
と
し
ま
す
。

申
込
み　

５
月
18
日（
金
）ま
で
に
申
込
書

　

（
建
築
指
導
課
で
配
布
）を
提
出

▼
建
築
後
退
用
地
の
買
取
り

　

市
街
化
区
域
で
建
築
物
を
新
築
・
増

築
す
る
場
合
、
道
路
の
中
心
か
ら
２
Ｍ

後
退
し
た
土
地（
建
築
後
退
用
地
）の
買

取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

▼
木
造
住
宅
耐
震
補
助

　

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建
築
確

認
を
取
得
し
建
築
し
た
木
造
一
戸
建
て

の
住
宅
な
ど
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修

工
事
を
対
象
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

建
築
指
導
課　

内
線
５
７
２
・

　

（
43
）７
６
５
６

江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

と
き　

５
月
27
日（
日
）午
前
８
時
50
分
～

　

10
時（
雨
天
の
場
合
は
中
止
）

集
合　

九
郎
右
衛
門
集
会
所（
惣
新
田

　

２
７
８
１
‐
５
）前
の
江
戸
川
堤

清
掃
区
域　

西
関
宿
～
槇
野
地
地
区

※
ご
み
袋
は
当
日
配
布
し
ま
す
。

※
中
止
の
場
合
は
、
午
前
７
時
に
防
災

　

行
政
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
課
☎（
48
）０
３
３
１
・

　

（
48
）２
２
２
６

洪

水

情

報

緊

急

速
報
メ
ー
ル
を
配
信

　

国
土
交
通
省
で
は
、
５
月
１
日（
火
）

か
ら
利
根
川
、
江
戸
川
な
ど
が
氾
濫
す

る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
時
に
、
幸
手
市

内
全
域
お
よ
び
河
川
周
辺
に
い
る
人
に

エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
使
い
危
険
情
報
が
自

動
発
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

利
根
川
上
流
河
川
事
務
所
防

　

災
対
策
課
☎（
52
）３
９
５
６
・
江
戸

　

川
河
川
事
務
所
防
災
対
策
課
☎
０
４

　

（
７
１
２
５
）７
４
３
６

第３次障がい者基本計画・第５期障がい福祉計画
第１期障がい児福祉計画を策定

　市では、障がい者施策を総合的かつ計画的に推進するための計

画を策定いたしました。市役所本庁舎、ウェルス幸手、各公民館、

各図書館、コミュニティセンターにて閲覧することができます。

　市のホームページでもご覧いただけます。

※概要版は社会福祉課窓口にて配布しています。

問合せ　社会福祉課☎（42）８４３５・（43）５６００

機織り体験が

できるよう準備中


